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CSMA/CA(Carrier Sense Multiple Access with Collision Avoidance)アクセス方式の組み合わせ
である MCR-SS-CSMA/CA（Multi-Code Reception Spread-Spectrum and Carrier Sense Multiple 




Access: TGA）を上述の方式に組合せた TGA-SS-CSMA/CA方式も提案された。 
本研究ではクラスターツリーネットワークにおけるマルチホップ遅延特性およびパケットエラ
ーを詳しく分析するため、 MCR-SS-CSMA/CA と TGA-SS-CSMA/CA 二つの方式に対して、
IEEE802.15.4/ZigBee 標準を想定した３階層／２ホップツリーネットワーク環境でのネットワー
クスールプット、遅延特性およびホップ毎のパケット誤りとバッファオーバフローをシミュレー
ションによって分析・評価した。 
シミュレーション結果から、MCR-SS-CSMA/CA方式では、従来の CSMA/CA方式または SS-CSMA/CA
方式と比べて、ネットワーク全体のピークスループットを約３倍向上できることが確認できた。
特に、逆拡散後 CS法とマルチコード受信を組み合わせることによって、マルチホップ遅延問題を
著しく改善できることを示した。また、TGA-SS-CSMA/CA方式では、マルチコード受信方式よりさ
らり優れたスループット特性を提供できることと共に、パケット損失を大幅に軽減できることを
明らかに示した。 
 
